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 資料３－１  
 

北海道クリーン農業推進計画（第８期）【素案】に対する 

  パブリックコメントの結果概要 

 

１ 意見募集期間 

  令和６年(2024 年)12 月９日（月）～令和７年(2025 年)１月９日（木） 

 

２ 意見の募集結果概要 

 ア 意見数 

区    分 提 出 者 意 見 数 

 

意見等の数 

 

   個 人       ４   人    ７  件 

   団 体       ０   団体    ０  件 

   合 計       ４人・団体    ７  件 

 

 イ 意見の反映状況 

区         分 意見数 

Ａ 意見を受けて案を修正したもの  ０件 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの  ６件 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの   １件 

Ｄ 案に取り入れなかったもの  ０件 

Ｅ 案の内容についての質問等  ０件 

合     計  ７件 

 



２　意見の内容等

ご　意　見 道　の　考　え　方 区分

１　クリーン農業とは 内容が耕種に偏っているように感じ

られる。北海道の農業算出額の約６

割は酪農畜産が占めるため、酪農畜

産分野での取り組み方針や課題を盛

りこむもしくは、別の事業・計画な

どで取り組んでいることを示すべき

と思う。この素案の内容では「ク

リーン・有機推進は耕種だけで取り

組まれる課題で酪農畜産には関係な

い」という認識を持たれるのではな

いかと懸念される。

　本計画は、堆肥等の施用による土

づくりに努め、化学肥料と化学合成

農薬の使用を必要最低限にとどめな

がら品質の高い農産物を安定的に生

産する農業を推進するため、今後、

道が進めようとする施策の展開方向

を示すものです。

　酪農畜産分野における牧草等の飼

料作物生産においては、堆肥等の施

用による土づくりと化学肥料の使用

量低減が一般化していること、化学

合成農薬の使用が限定的であること

から、クリーン農業推進計画におけ

る施策の展開方向に盛り込んでいな

い。

Ｃ

２　クリーン農業に対

する理解醸成

クリーン農業の30年間の取組による

変化の記載が必要と考える。

その上で、まだ農業者、消費者や流

通業者への理解醸成が必要であるこ

とを記載した方が伝わると考える。

Ⅰの１の「計画策定の趣旨」に、ク

リーン農業の30年間の取組とその成

果について記載している。 B

２　クリーン農業に対

する理解醸成

合理的な価格形成を補足する説明文

が必要と考える。

例　クリーン農業の継続には労力が

かかり、スマート農業技術の導入に

はコストがかかる。

「用語解説」の頁で「合理的な価

格」を取り上げ、その内容について

記載している。 B

３　YES!clean 農産物

表示制度や特別栽培農

産物表示制度の推進

地域の農産物直売所だけでなく、

スーパー等で一般消費者へのPRを実

施し、道内だけでなく全国に対して

「YES!clean」の認知度を向上を

図って欲しい。

これまでも全国展開している流通・

販売事業者を含め幅広く情報提供や

店頭でのYES!cleanマーク使用を働

きかけている。引き続き取組を進

め、YES!clean農産物の認知度向上

を図ってまいる。

B

３　YES!clean 農産物

表示制度や特別栽培農

産物表示制度の推進

「現状」で「特栽に移行」との記載

がある一方、「展開方向」で

「YES!clean農産物の生産拡大」は

沿わないのではないかと考える。

YES!cleanと特栽を分けるのではな

く、クリーン農業としてまとめて考

える必要があるのではないか。

「推進方針」に、「YES!clean表示

制度」に対する理解醸成及び需要拡

大並びに特別栽培等を含む多様なク

リーン農業に取り組む旨を記載して

いる。

B

項　　　目

Ⅱ クリーン農業について

Ⅲ クリーン農業の現状と課題

Ⅳ 施策の推進方針と展開方向
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ご　意　見 道　の　考　え　方 区分項　　　目

３　YES!clean 農産物

表示制度や特別栽培農

産物表示制度の推進

① 登録集団に対して、みどり認定を

受けるための取組として、「土づく

りと化学肥料・化学農薬の削減を一

体的に行う活動」に「北のクリーン

農産物表示制度生産集団登録基準に

基づく生産方式の導入」が位置付け

られていること、また認定によりメ

リット措置を受けられることを丁寧

に周知することで、YES!clean 農産

物表示制度を推進することを盛り込

むべきではないでしょうか。

「展開方向」に、みどりの食料シス

テム法に基づく認定制度を活用して

多様なクリーン農業を推進する旨を

記載している。

B

３　YES!clean 農産物

表示制度や特別栽培農

産物表示制度の推進

② JAとうや湖を例に、登録集団に対

してYES!cleanラベルと農水省が推

進する「みえるらべる」との一体的

な表示を推奨することを盛り込むべ

きではないか。

「展開方向」に、YES!clean農産物

の温室効果ガス削減効果を農業者、

消費者及び流通業者へアピールし、

YES!clean農産物の価値をより高め

る旨を記載している。

B
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